
7

NO.63

稲
葉
誠
一
郎

誠　
友　
会

市
長
の
政
治
姿
勢
は

問

①
市
長
に
就
任
し
て
か
ら
の

半
年
間
を
振
り
返
り
、
改
め
て
ふ
る

さ
と
福
山
へ
の
率
直
な
思
い
は
。

②
次
な
る
１
０
０
年
に
向
け
て
、
市

長
が
思
い
描
く
「
未
来
の
福
山
」
へ

の
期
待
は
。

答

①
ふ
る
さ
と
福
山
が
、
時
代
の

②
有
害
鳥
獣
対
策
に
関
す
る
機
器
は
、

捕
獲
の
効
率
化
や
労
力
の
軽
減
を
図
る

上
で
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。
本
市
に

は
多
様
な
も
の
づ
く
り
企
業
が
集
積
し

て
お
り
、
新
た
な
商
品
開
発
に
つ
な
が

る
よ
う
、
現
場
の
実
態
な
ど
を
企
業
に

情
報
提
供
す
る
と
同
時
に
、
国
等
の
研

究
開
発
に
か
か
る
補
助
制
度
の
活
用
を

促
し
て
い
く
。

流
れ
に
漂
う
だ
け
の
一
都
市
に
甘
ん
ず

る
こ
と
な
く
、
活
力
と
魅
力
に
満
ち
た

輝
く
都
市
で
あ
り
た
い
と
い
う
思
い
を

強
く
持
ち
、
政
策
判
断
に
当
た
っ
て
は

ス
ピ
ー
ド
感
を
重
視
し
て
き
た
。

②
本
市
に
は
個
性
豊
か
な
歴
史
・
文
化

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
・
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
企
業

の
集
積
、
琴
や
下
駄
、
備
後
絣
な
ど
の

伝
統
産
業
な
ど
、
福
山
で
育
ま
れ
て
き

た
多
く
の
強
み
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
強

み
を
さ
ら
に
磨
き
上
げ
、
発
信
す
る
こ

と
で
福
山
の
魅
力
が
高
ま
り
、
ヒ
ト
・

モ
ノ
・
情
報
な
ど
が
集
ま
る
活
力
と
魅

力
あ
ふ
れ
る
都
市
へ
と
成
長
し
て
い
く

こ
と
を
確
信
し
て
い
る
。

答

①
有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
に
つ

い
て
は
、
農
家
の
営
農
意
欲
を
減
退
さ

せ
る
と
と
も
に
市
民
の
安
心
・
安
全
の

見
地
か
ら
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
農
家
の
思
い
を
共
有
し

引
き
続
き
、
効
果
的
な
被
害
防
止
に
向

け
、
積
極
的
に
取
り
組
む
。

有
害
鳥
獣
の
実
態
調
査
と
対
策
は

問

①
有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
へ

の
対
策
は
。

②
電
子
機
器
の
開
発
に
対
す
る
支
援

は
。

整
備
と
放
課
後
児
童
支
援
員
な
ど
の
職

員
確
保
が
課
題
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、

公
共
施
設
の
有
効
活
用
や
、
継
続
的
、

公
共
施
設
等
サ
ー
ビ
ス
再
構
築

基
本
方
針
は

設
の
効
率
的
な
運
営
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
平
成
28
年
度
中
に
は
固
定
資
産
台

帳
を
整
備
し
、
取
得
価
格
、
耐
用
年
数

等
の
資
産
の
情
報
も
一
元
的
に
把
握
で

き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
一

層
公
共
施
設
等
の
適
切
な
管
理
お
よ
び

有
効
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

答

公
共
施
設
サ
ー
ビ
ス
再
構
築
検

討
委
員
会
に
お
い
て
全
市
的
視
点
で
施

問

公
共
施
設
等
再
構
築
の
推
進

は
。福

山
版
ネ
ウ
ボ
ラ
は

と
し
て
再
編
す
る
。

②
妊
娠
期
か
ら
学
童
期
ま
で
切
れ
目
の

な
い
相
談
支
援
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行

う
た
め
、
身
近
な
相
談
窓
口
を
保
育
所

６
所
、
拠
点
支
所
４
所
、
す
こ
や
か
セ

ン
タ
ー
、
エ
フ
ピ
コ
Ｒ
ｉ
Ｍ
に
開
設
し

専
門
性
を
持
っ
た
相
談
員
を
配
置
す
る
。

　
ま
た
「
ネ
ウ
ボ
ラ
相
談
員
養
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
を
構
築
し
、
全
国
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
の
相
談
員
の
養
成
を
め
ざ
す
。

答

①
利
用
者
支
援
事
業
は
、
子
育

て
家
庭
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
地
域
の

子
育
て
資
源
を
円
滑
に
利
用
で
き
る
よ

う
助
言
、
指
導
を
行
う
も
の
で
、
さ
ら

に
充
実
す
る
た
め
、
福
山
版
ネ
ウ
ボ
ラ

問

①
利
用
者
支
援
事
業
と
の
整

合
は
。

②
相
談
員
の
配
置
は
。

も

※
　

の
づ
く
り
福
の
耳
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
取
り
組
み
は

福
山
大
学
、
ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
福
山

福
山
工
業
高
校
等
の
学
生
・
生
徒
に
、

就
職
先
の
選
定
理
由
や
希
望
す
る
就
職

場
所
等
に
つ
い
て
、
ま
た
、
企
業
に
は

採
用
で
重
視
す
る
事
項
等
に
つ
い
て
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
、

調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
よ
り
効
果
的
な

人
材
確
保
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

答

技
術
・
作
業
系
の
人
材
確
保
を

経
営
課
題
に
挙
げ
る
企
業
が
多
い
た
め

問

も
の
づ
く
り
産
業
に
お
け
る
人

材
の
確
保
、
育
成
の
今
後
の
支
援
は
。

安
定
的
運
営
が
で
き
る
社
会
福
祉
法
人

等
へ
の
委
託
、
有
資
格
者
の
発
掘
等
、

職
員
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

※ものづくり福の耳プロジェクト： 2016年（平成28年）11月からスタートした福山市職員による市内事業者（主に製造業）
への訪問活動のこと。各事業者が抱える経営課題やニーズ等を聴取して、より効果的な産業施策等に反映することが主
目的。


